富士火山、須走期噴出物の噴出量見積もり
Estimated eruption volume of the Subashiri-stage products during the last 7,000 years, Fuji Volcano, Japan
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1. 概要
この研究資料集は、富士火山の最新の噴火活動期である須走期（約7,000年前以降）の噴出物に関して、噴出量をとりまとめたデータである。富士火山地質図（第2版）（高田・他、2016）の噴出物分布に基づき、多くの火砕丘、火砕流、溶岩流に関して分布面積と層厚を求め、噴出量を新たに見積もった。また代表的な溶岩流の噴出量計算手法の例を示した。

２．須走期噴出物の噴出量
表1に、富士火山須走期の噴出物ユニット146について、それぞれ火砕丘・火砕流、溶岩流、降下火砕物のサブユニットに分け、噴出量（岩石換算）をとりまとめた。これら噴出物ユニット146には富士火山地質図（第2版）の地質図記号と噴火年代をあわせて示した。噴火年代は富士火山地質図（第2版）（高田・他、2016）と、それらを最新の研究結果で見直した山元・他（2020）に基づいており、一部の降下火砕物の噴火年代は高田・小林（2007）、中野・他（2007）を引用した。
須走期噴出物の噴出量は、S-10降下火砕物以降の主要な降下火砕物の噴出量は山元・他（2020）を、富士火山東斜面の最新期噴出物の噴出量は山元・他（2011）を、貞観噴出物の青木ヶ原丸尾溶岩流の噴出量は千葉・他（2007）を、宝永降下火砕物などの噴出量は富士山ハザードマップ検討委員会基図部会（2001）の値を採用した。なお、山元・他（2020）で見積もられたS-10降下火砕物以降の主要な降下火砕物の噴出量はLegros (2000) の最小体積値であるため、他の手法で求められた体積と合わせるために一律に2倍にして採用している。例えば，Legros (2000) の手法を宝永降下火砕物に適応すると、Miyaji et al.（2011）の面積積分法によるマグマ体積6.8×10-1 km3に対して，16 cm等層厚線の最小体積は4×10-1 km3となる。
残りの須走期噴出物に関しては、富士火山地質図（第2版）（高田・他、2016）の噴出物分布に基づき、火砕丘、火砕流、溶岩流のサブユニットごとにそれぞれ分布面積と層厚をもとめて、噴出量を新たに算出した。表2に算出した須走-b期噴出物の噴出量を、表3に須走-c期及び須走-d期噴出物の噴出量を示す。
また、山元・他（2020）、山元・他（2011）、富士山ハザードマップ検討委員会基図部会（2001）で噴出物が見積もられていない降下火砕物は、等層厚図を作成して本研究資料集で噴出量を新たに算出し、表１に記した。

３．富士火山における代表的溶岩流の噴出量見積もり例
富士火山における代表的溶岩流の噴出量見積もりを、溶岩流の分布形態に注目し２つの事例で示す。溶岩流が幅広い分布をもつ須走-b期の天母山 (あんもやま)溶岩流と、溶岩流が細長い分布をもつ須走-d期の檜丸尾 (ひのきまるび)１溶岩流である。

3-１. 天母山溶岩流（須走-b期）
概要：天母山溶岩流は、富士山南西山麓の富士宮市天母山周辺に分布する玄武岩溶岩流（SiO2=50.8 wt.%）である（山元、2014；高田ほか、2016）。溶岩流中の炭化物から4,660±80 yBPの14C年代が得られている（山元ほか、2005）。溶岩流は二子山火砕丘頂部の火口及びその南西側の火口を噴出源として、富士宮市街地へ約6 km流下している。
分布面積：富士火山地質図（第2版）（高田ほか、2016）の地層境界に基づいて溶岩流の分布範囲を作成した。この際、わずかに火山麓扇状地堆積物に覆われている溶岩流北西側の地層境界は、地形と周囲の溶岩流との関係から推定した。これらから天母山溶岩流の分布面積を8.9 km2　と算出した（表2）。
層厚：天母山溶岩流では溶岩流の分布する中央部で、130 m深のボーリング調査（GSJ-FJM-2）が実施されている（山元ほか、2007）。図1に130 m深のボーリングの地点とボーリング試料の写真を示す。溶岩流の上面と下面にはアアクリンカーが認められ、地表から深度11m以深に厚さ9.9mの天母山溶岩流が分布する。
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図1　左側；天母山溶岩流の分布（高田ほか、2016）と130 m深のボーリング（GSJ-FJM-2）地点。右側；ボーリング試料の写真。

また天母山溶岩流の火口付近に認められる通称婆々穴 (ばんばあな)では、津屋（1971）の写真93で天母山溶岩流内部が示されている。ここではスケールとなっている人物との比較から、溶岩流の厚さは約8-10 mと推定でき、ボーリング調査結果とほぼ同じ層厚となっている。これらから、本研究資料集では天母山溶岩流の平均層厚を9.9 mとした（表2）。
噴出量：天母山溶岩流の分布面積8.9 km2、平均層厚9.9 m から、噴出量を88 km3（岩石換算体積）と算出した（表2）。

3-２. 檜丸尾1溶岩流（須走-d期）
概要：檜丸尾1溶岩流は、富士山北東山腹北富士演習場から北東山麓の富士吉田市上暮地 (かみくれち)に分布する玄武岩溶岩流（SiO2=50.8 wt.%）である（高田ほか、2016）。溶岩流中の炭化物から1,510±40 yBPの14C年代が得られている（高田ほか、2007）。溶岩流は北東山腹の焼山火砕丘を噴出源として、富士吉田市街地へ約9 km流下している。
分布面積：富士火山地質図（第2版）（高田ほか、2016）の地層境界に基づいて溶岩流の分布範囲を作成した。この際、火山麓扇状地堆積物に覆われている溶岩流の地層境界は、地形及び点在する溶岩流の分布から推定した（図2）。推定した檜丸尾1溶岩流の分布から、地理院地図（電子国土）を用いて面積を5.8 km2　と算出した（表3）。
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図2　檜丸尾1溶岩流の分布範囲。火山麓扇状地堆積物で覆われている部分は溶岩流の分布から推定した。地理院地図（電子国土Web）を用いた溶岩流分布面積の計算結果も示す。

層厚：檜丸尾1溶岩流では溶岩流分布域の22地点で層厚を確認した。層厚は、溶岩流の上流部で 0.5 m厚以上 〜3 ｍ厚以上、中流部で1 ｍ厚以上〜3 ｍ厚以上、溶岩流の下面が確認できる下流部で2 ｍ厚以上〜6 ｍ厚をもつ（図3）。このうち下流部の3地点で溶岩流の下面と上面が確認でき、富士吉田市下吉田で6 m厚、同市小明見で5 m厚,同市富士見で4 m厚をもつ。これらから檜丸尾1溶岩流の層厚を平均5 ｍで計算した（表3）。
噴出量：檜丸尾1溶岩流の分布面積5.8 km2、平均層厚5 m から、噴出量を29 km3（岩石換算体積）と算出した（表2）。
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図3　左側；檜丸尾1溶岩流の下流部の分布範囲（赤塗色範囲）。赤数値は溶岩流の層厚。地理院地図（電子国土Web）使用。右側；檜丸尾1溶岩流の代表的露頭写真。数値は溶岩流の層厚。ハンマーは約30cm。
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